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官公庁との懇談会

中之島の東端辺りから大川の上流部を望むと、現在の大阪のビジネス
の中心地となっているOBP（大阪ビジネスパーク）が視界に入ってく
る。
下流は、中之島で北の堂島川、南の土佐堀川に分岐するが、さらに下
流になると、宇治川と名を変えていく。
　明治から昭和初期の名所葉書では、堂島川、土佐堀川界隈は、当時の
大阪の商業の中心であったことが伺える。
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新年、明けましておめでとうございます。
皆様方には、お健やかに新年をお迎えになられたことと、お慶び申し上げます。
近年、能登半島や日向灘をはじめ、昨年12月の震度６強が観測された青森県八戸市等、全
国で地震が頻発するなど、南海トラフ地震等の巨大地震への警戒が高まっており、今後も引き
続き予断を許さない状況にあります。
さて、昨年中の主な出来事といたしましては、2025大阪・関西万博の開催、世界陸上やデ
フリンピック東京大会における日本選手の活躍、大リーグの大谷選手が４度目となるMⅤＰ
に輝くなど、嬉しいニュースもありました一方で、東北地方を中心に全国各地で、市街地への
クマ出没による死傷者が例年に比べ非常に多いといった災害級の異常事態が発生しています。
私共を取り巻く職場環境ですが、改正労働基準法により一昨年４月から罰則付き時間外労働
時間の上限規制の適用から２年近く経過しており、会員企業においても、現場における業務の
効率化・合理化等、生産性向上の一層の推進による時間外労働の縮減を図るなど「働き方改革」
が着実に推進しつつあります。
一方で、賃金の上昇が物価上昇に追いつかない状況は続いております。
建設業界においても、建設費の高騰や深刻な人材不足により、一部の商業施設や工場等にお
いて建設が計画通りに進まないケースが見受けられ、民間設備投資の計画変更等も懸念される
ところです。
そこで、働き方改革の要ともいえる「労務費の適正確保」につきましては、昨年12月に改
正建設業法等が全面施行され、その中で、受注者について不当に低い請負代金・著しく短い工
期による契約締結の禁止、建設工事の見積書に記載すべき事項の明記、見積書において示され
た金額を著しく下回る金額での契約締結を行った発注者に対する勧告・公表権限の新設等が明
記されています。
今後は、専門工事の技能者への適正な労務費の行き渡り等の実効性がより確保されるよう、
国の対応を注視してまいります。
また、３年前から日本空調衛生工事業協会が日本電設工業協会と共同で、適正な工期の確保、
長時間労働の是正といった「働き方改革」の更なる推進に向け、公的発注機関、建設業団体等
の各諸団体へ要請活動を展開しているところです。
当協会は、日本空調衛生工事業協会と連携を図りながら、大阪建設業協会、日建連関西支部
等の建設業団体へ引き続き要請活動を行ってまいります。
結びに、協会活動の活性化と業界の更なる発展のために、会員・賛助会員皆様のご支援、ご
協力をお願い申し上げますと共に、各社の繁栄と皆様にとって、すばらしい一年になることを
祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

会　長 北　村　広外志
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新年を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申し上げま
す。

皆様には、日頃から建設業の振興を通じ、大阪
府政の推進に格別のご理解とご協力をいただき、
厚くお礼申し上げます。

昨年は、皆様のご支援・ご協力を得て、大阪・
関西万博を成功裏に開催することができました。
国内外の2,900万人を超える来場者が「いのち輝
く未来社会」を体感し、会場では連日、子どもた
ちをはじめ多くの皆様の笑顔と感動があふれまし
た。また、万博にあわせ、各国との文化・外交・
ビジネス分野での交流も大きく進展し、関連投資
や来阪旅行者による需要拡大が大阪経済に大きな
インパクトをもたらすなど、様々な成果を得るこ
とができました。

今年は、こうした成果を糧に、開催地・大阪と
して、世界に伍する経済力・都市力と、唯一無二
の魅力を持つ「副首都・大阪」の実現に大きな一
歩を踏み出し、安全・安心、ウェルビーイングの
向上につなげ、大阪の飛躍に向けた新たなフェー
ズに果敢に挑んでまいります。

その大きな目標に向かい、まずは、大阪の経済
成長をさらに加速させます。万博を機に芽吹いた

「未来社会」を彷彿とさせる新技術を社会に根付
かせ、大阪経済をけん引する成長産業の創出につ
なげるべく、新技術の実装化・産業化を後押しす
る仕組みを構築します。

次に、都市力の向上に向け、これまで大阪の成
長・発展を支えてきたキタ・ミナミといった南北
軸に加え、「夢洲」や「大阪城東部地区」を含む
東西軸の新たなまちづくりを進めるとともに、な
にわ筋線や大阪モノレール、淀川左岸線といった
鉄道・道路ネットワークの充実強化など、成長を
支える都市基盤の整備に取り組みます。

さらに、府民の命と財産を守る取組みとして、
近年、頻発化・激甚化する自然災害に備え、三大
水門の更新や密集市街地対策などを着実に進め、
災害対応力を強化するとともに、全国で顕在化し
ているインフラの老朽化対策にもしっかりと取り
組みます。

こうした取組みを進めていくうえでも、建設業
に従事する人材の確保と皆様が安心して働くこと
ができる環境づくりが重要です。貴協会におかれ
ましては、未来を担う技術者、技能者の育成や確
保等に取り組まれております。今後とも、大阪の
建設業、大阪・関西経済のけん引役としてご活躍
いただきますようお願い申し上げます。

結びに、一般社団法人大阪空気調和衛生工業協
会の今後ますますのご発展と、今年が皆様にとっ
て実りある素晴らしい年となりますようお祈りい
たします。

大　阪　府　知　事
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明けましておめでとうございます。
一般社団法人大阪空気調和衛生工業協会並びに

会員の皆様におかれましては、健やかに新春をお
迎えのこととお慶び申し上げます。

また、平素より官庁営繕事業の推進にあたり、
格段のご支援と御協力を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。

さて、2050年カーボンニュートラルの実現に向
けて、30年度までには新築建築物の平均でＺＥＢ
　Ｒｅａｄｙ相当となることを目指すとされてお
り、営繕部においては新築事業について原則ＺＥ
Ｂ　Ｏｒｉｅｎｔｅｄ相当以上を目指して整備を
進めています。今年度からは、新築の設計段階に
おいて、ライフサイクルカーボンの算定を先行的
に試行することとしています。また、木材利用に
も力を入れており、新築については一部を木造化
することも含め原則木造化するとともに、目に触
れる機会の多い部分の内装を木質化する方針とし
ています。

一方で、近年激甚化・頻発化する自然災害に対
する安全・安心の確保や、築後30年以上が経過し
たものが約６割を占める既存官庁施設の老朽化対
策も課題となっています。国土交通省では、長寿
命化を図るための躯体保護や機能を維持するため
の設備の改修工事を実施するとともに、施設管理
者に対して長寿命化に係る保全指導を行っていま
す。

建設業界では、少子高齢化などによる担い手不
足や、若手育成などのさまざまな課題を抱えてお
り、いわゆる第三次「担い手３法」が改正され、
担い手の確保のための働き方改革・処遇改善に向
け、公共工事から取組を加速化・牽引していくこ

ととしております。改正建設業法及び入契法が昨
年12月12日に全面施行に伴い、適正な労務費の確
保・行き渡りに向けて、公共工事標準請負契約約
款の改正や、労務費ダンピングを防止するための
公共発注者向けガイドラインが示され、営繕工事
においても、労務費等の内訳の把握が可能となる
よう、内訳書標準書式等に労務費等の記載を追加
するとともに、「単位施工単価」の導入を開始し
たところです。

営繕事業における働き方改革としては、時間外
労働の上限規制や猛暑による作業不能日を考慮し
た適正な工期設定や、現場実態を反映した適正な
予定価格の算定や必要な契約変更の円滑な実施等
に取り組んでいるほか、今年度から完全週休二日
の実施に向けた取組を加速しており、円滑な事業
推進による質の高い官庁施設の整備を着実に進め
て参ります。

これら、新たな社会の要請に対応していくため
には、様々な工夫や対応が求められます。とりわ
け空調衛生分野で先導的な役割を担い、各種ノウ
ハウを培われてきた皆様の果たすべき役割もます
ます大きくなっているものと考えております。今
後も建築設備を取り巻く環境の変化に対応し、技
術力を大いに発揮して頂けるものと期待しており
ます。

最後になりますが、空調衛生工事の重要な担い
手である皆様のこれまでのご尽力・ご活躍に敬意
を表しますとともに、今後とも業界がより一層発
展することを期待し、また、貴協会並びに会員の
皆様にとって本年が更なる飛躍の年となることを
祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

国土交通省　近畿地方整備局

営繕部長 頼　本　欣　昌
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賑やかに「丙午」スタート令和８年新年交礼会

令和８年新年交礼会は、１月14日午後６時から

スイスホテル南海大阪で関係官公庁・団体、近畿

各府県空衛協会からご来賓をお迎えし、約330名

の参加者で開催しました。

北村広外志会長は年頭挨拶で、冒頭、青森県東

方沖地震や島根・鳥取地震等で被災された方々に

お見舞いを申し上げ、「昨年は、明るいニュース

の一方で、熊による多発する被害や例年に比べ長

い酷暑となり、わが国でも2050年カーボンニュー

トラルに向け更なる省エネ化への取組みが急務。」

と述べました。

さらに、北村会長は、「一昨年４月からの時間

外上限規制を踏まえ、特に現場での一層の生産性

向上による働き方改革を進めるとともに、適正工

期の確保、長時間労働の是正、適正な労務費の確

保等に向け、関係団体と共に発注者等に要請を継

続していく。」と述べるとともに、「今後も協会活

動の活性化と業界の更なる発展に取り組んでまい

りたい。」と挨拶しました。

ご来賓の国土交通省近畿地方整備局営繕部

長・頼本欣昌様は、祝辞の中で、昨年10月に大

阪・関西万博が成功裏に閉幕し、「2050年カーボ

ンニュートラルの実現に向け、新築事業は原則

ZEBOriented 相当以上を目指す。」との取り組み

を示されました。また、「昨年12月の改正建設業

法等の全面改正に伴い、営繕工事の内訳書に労務

費等の記載を追加するとともに、単位施工単価の

導入を開始」との取組を披露するとともに、「建

築設備分野で先導的役割を担い、各種ノウハウを

蓄積した皆様の技術力に大いに期待するととも

に、その果たすべき役割も益々大きくなってい

る。」と挨拶されました。

来賓挨拶をされる頼本営繕部長（左）と松尾設備課長（右）年頭の挨拶を述べる北村会長

「丙午」の門出を祝って乾杯する城口副会長
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賑やかに「丙午」スタート令和８年新年交礼会

年賀の挨拶を交わしながら和やかに交歓

閉会の辞を述べる中川副会長

また、ご来賓の大阪府都市整備部住宅建築局公

共建築室設備課長・松尾博司様は、初めに大阪・

関西万博の成功裏の閉幕を述べ、「ZEB 化推進方

針により府有施設の新築の場合、原則 ZEBReady

相当以上の整備を行う。」との取組が示されまし

た。

また、府として、「建築物の省エネ化等に効果

的な ESCO 事業では、府内計24市町村において

実施済。府発注工事では、来年度から完全週休２

日を目指すとともに猛暑日を考慮しての工期を設

定予定。」との取組を披露するとともに、「省エネ

の更なる推進に向けては、皆様のノウハウ、技術

力が不可欠なので、貴協会に大いに期待する。」

と挨拶されました。

城口俊雄副会長の「カンカン乾杯」の発声で杯

を上げたあと、祝電が披露され、賑やかに交歓し

ながら新年の挨拶を交わしました。

最後に中川修副会長の音頭で一丁締めを行い、

交礼会を終えました。
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日本空調衛生工事業協会（日空衛　会長　藤澤

一郎氏）の第30回全国会議が令和７年10月30日

に富山県富山市の ANA クラウンプラザホテル富

山で約300名が参集し開催された。藤澤会長は、

冒頭、「総じて民間設備投資は旺盛で比較的堅調

な業績が維持」と業界を取り巻く状況を説明。一

方で、「現場で働く技能労働者不足は深刻。その

ため、処遇改善を図りつつ外国人材の活用と共に

施工現場の省力化を進める必要がある」と訴えた。

また働き方改革の推進に向け、建設業４団体が

展開する「目指せ！建設現場　土日一斉閉所運

動」に参画したことや、元請け団体に対して12月

に日本電設工業協会と共同で３回目の要請活動を

行うことなど、2024年の全国会議で公表した中期

ビジョン「日空衛2025」に基づく具体的な取組を

報告した。

ご来賓を代表して国土交通省北陸地方整備局の

髙松諭局長が挨拶した。

その後、富山大学の酒井秀紀理事・副学長が『「薬

都とやま」の歴史と現在』と題して、講演した。

続いて、アルハイテック株式会社の山村賢志執

行役員企画営業部長兼グローバル事業推進室長が

『アルミ水素で、かがやくみらいへ～廃アルミに

よる循環型社会への挑戦』と題して、同社の取組

を紹介した。

最後に、ジオリブ研究所の巽好幸所長が登壇し、

『富山のすしは何故美味い？～美食地質学で探る

美味さのヒミツ』をテーマに講演した。

会議の後小憩し、立食方式の懇親会が開かれ情

報交換・意見交換が行われた。

日空衛 第30回全国会議日空衛 第30回全国会議日空衛 第30回全国会議

挨拶する藤澤会長　

会議風景

富山県富山市に全国から約300名参集富山県富山市に全国から約300名参集
　　



－ 7 －

第15回配管技能コンテスト開催

技能者、学生・生徒計36名が腕を競う
学生の部　高校生・菅田ひらりさん優勝 一般の部　高野惠氏が接戦を制し栄冠

大阪空気調和衛生工業協会（会長北村広外志）主

催の第15回配管技能コンテストが９月27日、大阪府

東大阪市の府立東大阪高等職業技術専門校で開催さ

れ、一般技能者、高校生合わせて36名が腕を競った。

このコンテストは、次代の優秀な技能者の育成を

めざし、全国の空調衛生設備団体の中で唯一、同協

会が実施しているもの。協会のコンテスト実行委員

会が運営に当たったほか、布施工科高校など多くの

教諭が審査委員・審査補佐員としてバックアップし

た。

一般の部上位入賞者 ( 前列 )学生の部上位入賞者（前列）

一般の部優勝・高野氏

若林副会長による開会挨拶

学生の部優勝・菅田さん
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競技の様子（学生の部） 競技の様子（一般の部）

開会式で挨拶に立った若林副会長は、学校や関

連団体など運営関係者の協力にお礼を述べ「全国

でも唯一のものであり参加した各自の技術力が切

磋琢磨され向上されることを願い持てる力を十分

に発揮し素晴らしい作品が出来る事を期待する」

と激励した。

　コンテストには現場の第一線で活躍する技能

者23名（一般の部）、建築設備関連の学科を履修

中の布施工科高校、東住吉総合高校、彦根工業高

校の学生・生徒13名（学生の部）が参加。一般の

部では１級配管技能士検定レベル、学生の部では

同３級レベルの課題作品制作に挑戦した。

作品はサイズ誤差、出来栄え、水圧試験による

漏れ検査などで審査され、学生の部では滋賀県立

彦根工業高等学校の菅田ひらりさんが見事優勝に

輝き、大阪府知事賞を受賞、大阪府商工労働部雇

用推進室人材育成課産業人材育成グループ課長補

佐・尾上律子氏からご挨拶のあと、同賞が手渡さ

れた。

準優勝は大阪府立布施工科高等学校の三國晴君

が獲得し、以下、3位・菅村芽生さん（滋賀県立

彦根工業高等学校）、４位・中島蓮太朗君（滋賀

県立彦根工業高等学校）、５位・深美遥斗君（大

阪府立布施工科高等学校）が受賞した。

　

布施工科高校の中井宏典校長より、学生の部の

参加者に激励と期待のご挨拶があった。

一般の部では高野設備の高野惠氏が優勝し、大

阪府職業能力開発協会会長賞が授与された。準優

勝は㈲新栄の岡本将光氏、３位・森山道盛氏（㈱

ツカサ）、４位・伊藤裕介氏（㈱ツカサ）、５位・

杉山貴宏氏（三和工業㈱）がそれぞれ受賞した。

競技終了後に行われた表彰式で大野貴史審査委

員長（東住吉総合高校教諭）は学生の部について

「上位はいずれも減点が少なく、非常に接戦だっ

た」と講評し、一般の部についても「上位は僅差

の戦いとなり、優勝者は減点がなく完成度の高い

作品だった」と評価し、「学生もプロの技術をま

じかに見ることができていい経験になった」と講

評した。

また、挨拶に立った同協会の三宅実行委員長は

「現場を支えているのは熟練技能者であり、これ

からもさらに技術を磨いてほしい。当協会も、こ

のコンテストを通じて、熟練技能者の育成、後継

者の育成に寄与していきたい。」と総括し、参加

者にエールを送った。
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☆ ☆ 優　勝（大阪府知事賞）☆ ☆

滋賀県立彦根工業高等学校　　　　

菅田　ひらり

☆ ☆ 準優勝 ☆ ☆
　　大阪府立布施工科高等学校　　三國　　晴

　今回の配管コンテストは、リベンジであると同
時に負けられないものでした。それは、一年前に
同じ場で経験した苦い思いがあったからです。去
年の僕は、切断ミスに判断ミスも重なり、漏水を
起こしました。
　ただ、後の分析でけがき方法の問題に気付き、
改善に繋げられました。加えて、今年は技能五輪
に代表選手として出場させて頂く身、ミスは許さ
れないと気を引き締めての参加でした。

　私が配管コンテストに出場することとなったの
は、学校での配管実習やインターンシップでお世
話になった設備会社での配管加工の経験から先生
に声をかけていただいたことがきっかけです。コ
ンテストの出場が決まり練習がスタートしました
が、いざ一人で作業を行うと、ねじ切りの精度や
切断の長さが仕上がりの寸法に大きく響くことや
ロウ付けの難しさを実感しました。負けず嫌いな
性格の私は練習に精度と出来栄えを意識して誰よ
りも練習に励みましたが、大会前日まで納得のい
く精度にならず、心配と不安の中大会に臨むこと
になりました。
　大会当日も今までと違った会場であることや学
生、一般の社会人の方々の多さに圧倒されました。
作業が始まり他の学校の高校生の手際の良さを見
て緊張も大きくなりました。しかし、これまでみ
んなと頑張った練習を思い出し、サポートしてい

ただいた講師の先生や担当の先生、仲間、家族の
応援を胸に作業に向き合い最後まで諦めず作業を
行うことができました。正直、完成直後は完成で
きたという安堵感で一杯でしたが、私の中では精
一杯やり切ったと思える出来栄えとなり、順位発
表の最優秀賞で私の名前が呼ばれたときは始めて
達成感を感じることができました。
　私は今回の経験で配管加工の難しさや楽しさを
知り、一つの事に一生懸命になる大切さや、仲
間と一緒に目標に向かう楽しさを知ることができ
ました。この経験を活かし今後も何事も一生懸命
にチャレンジを続けていきます。コンテストに関
わっていただいた多くの関係者の皆様に感謝申し
上げます。本当にありがとうございました。

　そして迎えた当日、普段通りの力を出そうとい
う一心に、目の前の材料と工具に向き合いました。
何より、楽しむことが出来ました。
　優勝にはあと一歩の所で届きませんでしたが、
更に改善点を見つけられました。
　より一層強くなった向上心を強みに、今後も努
力していきます。
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☆ ☆ ４ 位 ☆ ☆
　　

　　　　　　滋賀県立彦根工業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　中島　蓮太朗

☆ ☆ ３ 位 ☆ ☆
　　

　　　　　　滋賀県立彦根工業高等学校　　

　　　　　　　　　　　　　 菅村　芽生

☆ ☆ ５ 位 ☆ ☆
　大阪府立布施工科高等学校　　深美　遥斗

　配管コンテストに向けた練習を通して、多くの
事を学びました。練習を始めた頃は工具の扱いに
慣れず、思うように作業を進めることができませ
んでした。しかし、練習を重ねるうちに工具の扱
いにも慣れ、少しずつ精度が上がり、自分の成長
を実感できるようになりました。本番では緊張は
あったものの、これまで積み重ねてきた練習を思
い出し、落ち着いて作業に取り組むことができま
した。結果として 4位入賞ができ、大きな自信に
もつながりました。この経験を通して、最後まで
諦めずに挑戦する姿勢の大切さを学ぶことができ

2年生から配管作業について学びました。昨年度
の配管コンテストに参加しましたが、入賞はでき
ず、同じクラスの友達が入賞をしたので、負けら
れないと思い、技術を磨きました。技能五輪の予
選にも挑戦しましたが、結果を出すことできず、
先生方の期待に応える事ができませんでした。
　３年生になり、技術を磨くために、配管を中心
に学ぶことにしました。週１回３時間、コンテ

ました。配管作業で身につけた知識や技術は将来
建設の仕事を目指す自分にとってとても大きな経
験となりました。この思いをこれからの学校生活
や将来の進路にも活かしていきたいです。
　最後に、コンテストに向けてサポートしていた
だきました講師の先生や担当の先生、家族や仲間
への感謝を忘れずに、これからも技術を高めてい
きたいと思います。

ストへ向けて、練習を行いました。今まで悔しい
思いばかりだったので、「今回こそは！」と思い、
大会に挑みました。自分の中では完璧に作ること
ができ、５位で名前を呼ばれた時は、とても嬉し
かったです。最後に、１月にある検定で２級に合
格して、指導して頂いた先生方へ恩返しをしたい
と思います。

　配管コンテストに向けた練習は、夏休み期間を
利用して行いましたが、作業場はとても暑く、暑
さとの闘いでもありました。そのような過酷な環
境の中で、初めは誤差もありました。しかし、講
師の先生や担当の先生と一緒に誤差の起こる理由
を考えたり、コツを教えていただいたり、諦めず
練習を重ねるうちに作業時間も短縮され、平均的
に誤差も少なくすることができ、自信をもって本
番に向かうことができました。
　大会では普段と違う雰囲気で緊張もありました
が、練習で教わったことを思い出し、最後まで
集中して取り組むことができました。目標として
いた最優秀賞を受賞することはできませんでした

が、練習の成果を出し切り 3位入賞ができ、緊
張から解放されました。
　高校入学後これほど努力したことはなく、今回
の経験は私にとってとても良い思い出となり、今
後につながる大きな自信となりました。今回の経
験を今後の高校生活やこの先の進路に活かしてい
きます。大会に関わってくださった皆様への感謝
を忘れず、次の配管技能検定に向けて頑張って参
ります。
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令和7年度安全衛生大会を昨年10月７日に大阪

市西区の建設交流館８階グリーンホールで開催し

ました。

優良工事現場を表彰するとともに安全講話を聴

講し安全衛生・労働衛生を誓い合いました。

大会は関係官公庁や友好団体から多数のご来賓

をお招きし約240名が出席。最初に業界でこの1年

間に不幸にも事故などで亡くなられた方々に対し

て黙祷をささげてご冥福をお祈りしました。冒頭

挨拶で北村広外志会長は「建設業の死亡災害は増

加しており、その要因は墜落・転落が最も多く、

その防止に向けた対策の強化が急務。また高年齢

労働者に対する労災防止措置が来年４月から努力

義務になるので細心の配慮をお願いする。」と呼

びかけました。

続いて、大阪中央労働基準監督署の安全衛生課

長・髙野清司様から来賓挨拶をいただきました。

髙野様は、「高齢者等の健康疾患が増加している

ことから、メンタルヘルス等の強化をお願いする

とともに、誰もが安全・安心に健康に働ける職場

づくりを進めてほしい。」と挨拶されました。

このあと、安全衛生優良工事現場の表彰式に移

り、優良事業所17社を表彰しました。

受賞者代表が、北村会長から表彰状を受け取り、

同代表が『安全の誓い』を力強く読み上げました。

引き続き、参加者全員で労働安全スローガン『多

令和７年度令和７年度

安 全 衛 生 大 会 を 開 催安 全 衛 生 大 会 を 開 催

挨拶を述べる北村会長 来賓挨拶される髙野安全衛生課長
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表彰会社名（17社）

浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 鳳 工 業 株 式 会 社 ク ウ ケ ン 株 式 会 社
敷 島 煖 房 工 業 株 式 会 社 主 計 管 工 株 式 会 社 新菱冷熱工業株式会社西日本事業部
大 晃 設 備 株 式 会 社 ダ イ ダ ン 株 式 会 社 大 阪 本 社 株 式 会 社 日 設 関 西 支 店
株 式 会 社 一 二 三 工 業 所 株 式 会 社 不 二 設 備 工 業 所 不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社
株 式 会 社 前 田 商 会 株 式 会 社 マ サ キ 設 備 丸 住 株 式 会 社
柳 生 設 備 株 式 会 社 若 林 設 備 工 業 株 式 会 社

様な仲間と築く安全未来の職場』と労働衛生ス

ローガン『ワーク・ライフ・バランスに意識を向

けてストレスチェックで健康職場』を唱和して作

業の安全を誓い、大会第一部を終了しました。

　小憩の後、第二部の特別講演に入り、気象予

報士 / 防災士の正木明氏が、「天気予報の正しい

見方・使い方～自然災害から自分の身を守るため

に」と題して講演されました。

最後に、福地労務委員長が閉会の辞を述べ、

大会を終えました。

安全スローガンの唱和受賞者代表による「安全の誓い」

会長より工事表彰

特別講演される正木明様 閉会の辞を述べる福地労務委員長
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（一社）日本空調衛生工事業協会近畿支部は、昨年12月４日、シティプラザ大阪で国土交通省近畿地方整
備局営繕部との懇談会を開催し、歩掛の見直し、材料と労務費を分けた数量表、労務費に関する基準の検討
状況、BIM への取組状況等について質疑応答を行った。

今回の第21回懇談会には国交省から６人、近畿支部から13人が出席。歩掛の見直し及び材料と労務費を分
けた数量表についての質問に、国交省側から「営繕工事における材料等の歩掛に関する実態調査を実施中。本
省において労務費ダンピング調査における材料と労務費の内訳明示を検討中。」との取組みが示された。また、
労務費に関する基準の検討状況については、「中央建設業審議会において労務費等を内訳明示した見積書の提
出の促進、本基準を著しく下回る見積もり・契約への指導・監督等について検討中。」との取り組みが示された。
BIM への取組状況については、「国の建築 BIM 推
進会議で来年春からBIM 図面審査の制度が運用予
定。今後、貴業界の取組状況を踏まえ、官庁営繕
事業での BIM 活用の取組について検討予定。」と
回答があった。その他、年度初めの発注案件の情
報開示については、「本整備局のホームページの発
注・入札情報サイトに工事名・工事種別・工事場所・
工事発注規模・工期等を公表しているので、活用さ
れたい。」との説明があった。

（一社）大阪空気調和衛生工業協会は、昨年11月20日にシティプラザ大阪で大阪府都市整備部住宅建築
局公共建築室設備課との懇談会を開催し、猛暑日を設定した工期設定、工事の難易度による工事費の割増他、
年度初めの発注案件の情報開示等について質疑応答を行った。

懇談会には大阪府から４人、大空衛から10人が出席。猛暑日を設定した工期設定について、大阪府からは「全
発注案件について、過去の気象情報を基に算定した猛暑による作業不能日数を考慮した工期設定としている。」
との回答があった。工事の難易度による工事費の割増他について、「国の積算基準に基づき、施工面を考慮し
た積算を行っていると考えており、工事費の割増は
困難。」との見解を示した。年度初めの発注案件の
情報開示については、「大阪府電子契約ポータルサ
イトの発注計画から工事場所、工事金額規模、工
事概要、発注時期、工事期間等が検索可能。」と
の回答があった。その他、府の発注方式については、
一括発注がやむを得ない案件を除き、分離発注を
原則とするとの説明があった。このほか、大阪府か
らの質問や報告事項について、意見・情報交換した。

国土交通省近畿地方整備局営繕部

大阪府都市整備部住宅建築局公共建築室設備課
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令和７年11月６日に大阪市北区のハービスＥＮ

Ｔオフィスタワー９階会議室で賛助会員による新

技術・新商品説明会を開催しました。説明会のあ

とには会員・賛助会員が交流する懇親会も開いて

親睦を深めた。

説明会には賛助会員から新技術・新商品紹介と

して８社が参加、会員・賛助会員合わせて74名が

出席。武田経営委員による司会で説明会を開会し、

冒頭、当協会の綾目圭志経営委員長から、「本

交流懇親会は、平成29年から実施し今回で９回目

の開催となります。今回は８社様から応募があり

新技術あるいは新商品でなければと躊躇されてい

る賛助会員がおられるかもしれませんが、これま

での蓄積された技術で有ったり、これまでの商品

のバージョンアップといったものも説明の対象に

成りますので、ふるって応募していただきたい」

と述べた。

説明会は、別表のプログラムにより、前半の部

では、４社から説明の後、小憩。後半の部では、

４社から説明があった。

説明会のあと、会員・賛助会員合せて　60名が

参加の交流懇親会をハービス OSAKA ６階「ガー

デンシテイクラブ大阪」で催した。冒頭、北村会

長から挨拶の後、乾杯の発声があった。

各テーブルでは名刺交換しながら賑やかに交流

し、閉会にあたって、当協会の綾目圭志経営委員

長は、新技術・新商品を説明した賛助会員と参加

者へお礼を述べ威勢よく一本締めを行い散会し

た。

賛助会員「新技術・新商品説明会/懇親会」開催

懇親会で和やかに交歓

新技術・新商品説明会の模様（円内は挨拶する綾目経営委員長）

懇親会で挨拶する北村会長

交流懇親会風景
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【説明会プログラム】
No 会　社　名 新 技 術 ・ 新 商 品 （ 概 要 ）

１ ㈱ 川 本 製 作 所 ●災害時協力井戸・防災井戸及び手押しポンプ
昨今、地震等の自然災害が増える中、住まいに関する【レジリエンス】を考える必要
があります。
弊社としては、≪井戸≫に着目し、日常生活においてはもちろん、万が一の災害時に
おいても電力を必要とせずに生活用水を確保でき、自治体への登録によってお住まい
の地域社会に貢献する防災井戸と手押しポンプです。

２ イ シ グ ロ ㈱ ● EL フラット・インシュレーション（結露防止吊りバンド）
合成樹脂による発砲構造
スムーズ配管施工・スピード保温施工を実現
保温筒の厚さ 20T ～ 50T　保温厚毎の使い分け必要なし。

３ 因 幡 電 機 産 業 ㈱ ●省施工製品
①省施工吊りバンド【ホールドワン】
→簡単、確実、安心のスピード施工
②タイカＸシリーズ【耐火クロスカバーＩＫＸ】
→衛生配管の防火区画貫通措置部材。
　　　モルタル埋戻し不要で工期短縮。

４ ㈱ L I X I L ●洗面器・手洗器用自動水栓 「加温自動水栓（瞬間式）」
加温自動水栓とは、必要なときだけ「ちょうどいい水温」まで加温して供給する
LIXIL ならではの手洗いシステムです。
タンクレスの瞬間加温式なので省エネはもちろん、設置から管理までも簡単な自動水
栓です。

５ リ ン ナ イ ㈱ ●業務用ガス給湯器マルチシステム
利便性・施工性・経済性に優れた業務用ガス給湯器は、現場に合わせやすいマルチ性
とパワフルな給湯能力で、近年ではボイラーに代わる熱源機として選ばれています。
・需要増加に合わせてリンナイはより『扱いやすさ』と『管理しやすさ』にこだわっ
た商品です。

６ 川 重 冷 熱 工 業 ㈱ ●蒸気ボイラ
１）潜熱回収型小型貫流ボイラ WILLHEAT 
２）水素混焼焚き　大型貫流ボイラ　Ifrit
３）水素專焼　小型貫流ボイラ　WILLHEAT

７ 住友商事マシネックス㈱ ●気化式脱臭装置「爽」
消臭液を気化させ、臭気と接触することで中和分解反応を引き起こし、臭いの元から
脱臭させる装置です。

８ T O T O ㈱ ●新商品ネオレスト LS -W/AS-W に新搭載の「便スキャン」
「便スキャン」は、人々の「健康に寄り添う」新たな価値を提案します。スマートフ
ォンアプリ「TOTO ウェルネス」で毎日の便の状態や傾向、リコメンドなどを表示
するシステムです。
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第一部閉会の辞の辻経営副委員長 司会進行の武田経営委員

住友商事マシネックス㈱による説明 ＴＯＴＯ㈱による説明

リンナイ㈱による説明 川重冷熱工業㈱による説明

因幡電機産業㈱による説明 ㈱ＬＩＸＩＬによる説明

㈱川本製作所による説明 イシグロ㈱による説明
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当協会と関西配管工事業協同組合、近畿ダクト工事
業協同組合、近畿保温保冷工業協会で構成する第43回
４団体協議会が下記により開かれ、「標準労務費（労
務費の基準）」、「時間外上限規制への対応」等について、
意見・情報を交換しました。

　・日時　令和７年７月28日
　・会場　新トヤマビル３階貸会議室
　・出席人数　13名
初めに、事務局から、処遇改善に向けた取組み及び

標準労務費について、説明の後、意見が交わされました。
まず、公共工事設計労務単価は、どのように決まる

のかとの質問に対し、事務局から、「国土交通省・農
林水産省の公共工事の発注の際に工事費の積算に用い
る単価のこと。そのため、毎年10月に公共工事に従事
する労働者の賃金を都道府県別及び職種別に調査し、
その結果に基づいて単価設定を行うもの。」との説明
がありました。また、「サブコンに対して、見積もり
を材工一式として提出しているが、今後、国から「労
務費の基準」が示されれば、材料費と工賃（労務費）
に分けることは可能ではないか。」との声がありまし
た。さらに、「国による中小事業者に対する賃上げ誘
導策の更なる拡大・充実が必要なのではないか。

分離発注の現場において、建築とは別の設備事業者
用の詰所、作業所等を確保できるようにしてほしい。
週休二日が定着しつつある中、協力会社からそれを前
提とした見積書を提出させていいかどうか。」等の要
望・意見がありました。

次に、「建設キャリアアップシステム」について、
事務局から、説明の後、意見が交わされました。

「制度発足から５年経過しているが、加入している
メリットが感じられない。建設キャリアアップシステ
ムは、当初、技能者の適切な処遇や人材確保等を図る
目的で設立されたが、今の制度設計で、技能者の経験
や技能に見合う適切な処遇を担保できるような仕組み
になっているか甚だ疑問。国交省は、労務費を CCUS
のランク別に明記した標準見積書の提出を専門工事業
団体へ要請したが、　全国ダクト工事業連合会は、対
応困難として中断している。今後、技能者の経験や技
能に応じた労務費の担保方策や財源を含めた議論が必
要なのではないか。」といった声が上がりました。

その他として、「日空衛からの国交省等の様々な情
報を、専門工事業団体にもできるだけ迅速に教示して
頂ければ有難い。事務局としても、日空衛の情報をで
きる限り入手して、３団体へ提供してまいりたい。」
といった意見交換がありました。

第４３回４団体協議会を開催

処遇改善に向けた取組み、標準労務費等で意見・情報交換

第43回会合

第22回  管工機材・設備総合展に協賛
大阪管工機材商業協同組合（理事長木澤利光氏）主

催の「第22回管工機材・設備総合展 OSAKA2025」が
９月11 ～ 13日の３日間、大阪・南港のインテックス
大阪６号館 A で開催され、当協会も協賛団体として
参画しました。

同展は、関西地区管材業界の一大イベントとして、
隔年開催されているものです。

今回は、191企業・団体が、380小間に最新製品・技
術を出展し、１万８千人を超える来場者で賑わいまし
た。

今回は、メインテーマに「脈々（ミャクミャク）と
未来へ継（ツ）なげ流体テクノロジー」を掲げ、各ブー
スでは、生産現場での省エネ、リサイクル、環境負荷
軽減に貢献する環境関連機器をはじめ、様々な分野で

貢献する設備機器が幅広く紹介され、社会インフラの
構築と快適環境の実現に大きな役割を果たす管材・設
備機器が来場者に広くアピールしました。

テープカット　右から　３人目　城口副会長
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第52回野球大会は、晴れ渡る秋空の下、令和７年10月21日・22日・24日の３日間にわたり、スカイラン

ドＨＡＲＡＤＡ多目的運動広場で開催されました。15チームでの熱戦が繰り広げられた結果、３年連続優

勝の㈱朝日工業社が若林設備工業㈱に５対３で勝利をし４年連続の優勝を勝ち取りました。

開会式で挨拶に立った北村会長は「暑さも和らぎ、絶好の野球日和に恵まれた。くれぐれもけがのない

よう精いっぱいプレーしてほしい」と参加者らに呼びかけました。このほか、優勝旗・準優勝カップの返

還に続き北村会長の始球式で熱戦の火ぶたが切られました。

三日間とも、白熱した試合が展開され、好プレーのたびに拍手が沸き起こりました。24日の閉会式では、

若林副会長から優勝した㈱朝日工業社大阪支社チームへ優勝旗と表彰状等が授与され、続いて準優勝、第

３位、第４位のチームへ表彰状・カップ等の授与が行われました。また、㈱日刊建設通信新聞社関西支社・

松浦支社長から優勝・準優勝チームへ盾が贈られました。

閉会の辞で若林副会長は「お互いの親睦を深めることを目的とした野球大会は協会の重要な行事として

第52回野球大会

㈱朝日工業社が４連覇㈱朝日工業社が４連覇

最優秀選手賞　　㈱朝日工業社大阪支社　吉田　颯汰選手
敢　 闘 　賞　　若林設備工業㈱　　　　中山　昇　選手

優　勝　㈱朝日工業社大阪支社 準優勝　若林設備工業㈱

第３位　高砂熱学工業㈱関西支店 第４位　㈱テクノ菱和大阪支店

北村会長挨拶 北村会長による始球式

若林副会長からトロフィーを受ける最優秀選手賞
㈱朝日工業社大阪支社　吉田　颯汰選手

若林副会長からトロフィーを受ける敢闘賞
若林設備工業㈱　中山　昇選手
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今後も続けて行く」とねぎらいの言葉を述べまし

た。

今大会も、審判及び青年部会の皆様による進行・

運営により円滑に進み、無事終了することができ

ました。関係各位に心から感謝申し上げます。

準優勝　若林設備工業㈱

第４位　㈱テクノ菱和大阪支店

優勝　㈱朝日工業社大阪支社

第３位　高砂熱学工業㈱関西支店
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㈱朝日工業社 VS 若林設備工業㈱
� 　㈱朝日工業社大阪支社　水野裕一

 先攻 朝日工業社 VS 後攻 若林設備工業
第46回大会以来の決勝カードとなった朝日工業

社対若林設備工業の最終戦。

先行は朝日工業社、後攻は若林設備工業で試合

開始となった。

１回表　朝日工業社攻撃　２番四ツ永選手が内

野安打で出塁すると、盗塁を決め得点圏に進み

チャンスをつくる。５番吉田選手のレフト前ヒッ

トで１点を先制する。

１回裏　若林設備工業攻撃　朝日工業社ピッ

チャー武田選手が立ち上がりに苦しみ、四球やワ

イルドピッチで２アウト３塁のチャンスを作ると

４番谷川選手のレフト前タイムリーで１点を挙げ

同点とする。

２回表　先頭の７番桑原選手がレフトオーバー

３塁打を放ちチャンスを作ると１番橋本選手がセ

ンター方向へのホームランを放ち２点を追加、３

－１とリードする。

２回裏　ピッチャー吉田選手が２四球を許すも、

後続を抑え無得点に終わる。

３回表　４番木原選手ヒットを放つも、若林設

備工業ピッチャー吉田選手に抑えられ無得点。

３回裏　２四球、ワイルドピッチで２・３塁の

チャンスを作ると、７番松本選手のサードゴロの

間に２走者生還し３－３の同点に追いつく。

４回は両チームランナーを出すものの繋がらず

第52回野球大会組合せ表
日時

場所

9 10

0 11

10 7
9 0

9 10

12 4

1 3

7 8

8 3

2 1

14 7
0

1 2

11
8 1

大晃設備㈱

選手宣誓

第５２回野球大会組合せ表
(一社)大阪空気調和衛生工業協会

令和７年１０月２１日(火)　9:40開会式
スカイランドHARADA　多目的運動広場

③A－１
09:30

D

A

三機工業㈱ ㈱テクノ菱和

C

①A－１
10:00

①A－３
14:00

㈱三冷社 新日本空調㈱
②A－２

11:30
②A－３

13:30

高砂熱学工業㈱ 合同チーム
①B－１

10:00
②A－１

9:30

③B－１
09:30③A－２

11:30

不二熱学工業㈱
5 3

優勝戦

B

㈱朝日工業社 若林設備工業㈱

②B－２
11:30

②B－３
13:30

三建設備工業㈱

①B－２
12:00 新菱冷熱工業㈱

３位決定戦

須賀工業㈱ ③B－２
11:30

①A－２
12:00

②B－１
09:30

ダイダン㈱ 日比谷総合設備㈱

㈱テクノ菱和

最優秀選手賞 吉田　颯汰（㈱朝日工業社）
敢闘賞 中山　 昇（若林設備工業㈱）

日程

雨天順延予備日　10月2７日(月)
予備日　10月2８日(火)

高砂熱学工業㈱

B面

A面
本 部

倉
庫

15チーム
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無得点に終わる。

５回表　４番木原選手のレフトオーバー２塁打

を放つと、６番須藤選手がレフト前ヒットを放ち

１点を追加し４－３とする。

５回６回と若林設備工業は３塁までランナーを

進めるも得点にはつながらず。

７回表　５番吉田選手、７番桑原選手がヒット

を放ち１点を追加。５－３と差を広げる。

８回裏　若林設備工業最終回の攻撃　８番中山

選手がレフト前ヒットで出塁も最後は三振に倒れ

５－３でゲームセット。

追いつき追いつかれを繰り返し、白熱した接戦

となったが朝日工業社が逃げ切り優勝。

大会４連覇を飾った。

皆様お疲れ様でした。

高砂熱学工業㈱ VS ㈱テクノ菱和

� 須賀工業㈱大阪支社　筒井陽平

＜１回表＞

初回、テクノ菱和は１番・谷口選手が右中間を

破るツーベースヒットで出塁します。さらに盗塁

を決めてノーアウト三塁とチャンスを作ります。

続く３番・友永選手の内野ゴロの間に三塁ラン

ナーが生還し、テクノ菱和が先制点をあげ１－０

とします。

＜１回裏＞

高砂熱学工業は攻撃に入るも、テクノ菱和の先

発・田中選手が落ち着いた立ち上がりで三者凡退

に抑えます。

＜２回表＞

先頭の田中選手がライト前ヒットで出塁します。

ワイルドピッチと内野ゴロでランナー三塁とする

も、後続が連続三振に倒れ追加点となりません。

＜２回裏＞

４番・佐藤選手がセンター前ヒットで出塁し、

すぐに盗塁成功します。５番・大山選手も出塁し

てチャンスを広げるが、後続が倒れ無得点に終わ

ります。

＜３回表＞

ツーアウトから２番・尾崎選手がヒットで出塁

するも、得点には繋がりませんでした。

＜３回裏＞

９番・末次選手がセンター前ヒットで出塁した

後、送りバントでランナー二塁とします。

３番・大溝選手のレフト前ヒットで同点としま

す。さらに４番・佐藤選手の内野安打で２－１と

逆転します。

＜４回表＞

高砂熱学工業・中井投手のナイスピッチングで

三者凡退に抑えます。

＜４回裏＞

先頭・佐々木選手が四球で出塁します。その後、

満塁のチャンスを作り、振り逃げの間に１点、さ

らに押し出しで１点追加し、４－１とします。

＜５回表＞

テクノ菱和は立川選手が四球で出塁するも、後

続が倒れ無得点に終わります。

＜５回裏＞

高砂熱学工業は死球と四球でチャンスを作ると、

７番・村尾選手がスリーランホームランを打ち一

気にリードを広げ７－１とします。

＜６回表＞

高砂熱学工業・中井投手の安定したピッチング

が光り、この回も打者３人で片づけます。

＜６回裏＞

テクノ菱和はピッチャーを谷口選手に交代しま

す。

しかし、高砂熱学工業はエラーと死球も重なり

満塁となり、９番・末次選手がセンター前にタイ

ムリーを打ち１点追加、８－１とします。

ここで規定により６回コールドゲームが成立し、

高砂熱学工業が３位決定戦を制しました。

両チームの皆様、お疲れ様でした。
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令和７年11月11日（火）に兵庫県神戸市の有馬ロイヤ

ルゴルフクラブで42名が参加して、晴れ渡る秋空の下、

第19回大空会ゴルフ大会を開催しました。

競技結果は次のとおりです。

上位入賞者（敬称略）
　◇優　勝　　稲本　竜次（大熱工業株式会社）

　◇第２位　　植田　篤史（鳳工業株式会社）

　◇第３位　　須藤　　亨（三神工業株式会社）

第19回 大 空 会 ゴ ル フ 大 会 開 催
稲 本 氏 が 見 事 優 勝

準優勝　植田篤史様

第３位　須藤　亨様

北村会長から稲本竜次様へ優勝カップ

北村会長始球式

表彰式を兼ねた食事会
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懇親会風景なでしこ設備会　伊藤会長　閉会挨拶

【講師】村瀬　健　様青年部会　根間委員長　開会挨拶

青年部会・なでしこ設備会　活動だより

青年部会・なでしこ設備会合同研修会を開催
青年部会（大東一弘会長）及びなでしこ設備会

（伊藤沙也香会長）は令和７年９月３日午後３時

から４時30分まで大阪市西区の建設交流館で研修

会（参加者 :147名）を開催しました。

　放送作家・漫才作家である村瀬 健様をお招

きして、『テレビの世界で学んだ　ジェネレーショ

ンギャップを乗り越えるコミュニケーション術』

をテーマに講演いただきました。

村瀬様は世代間のギャップを各年代の立場に

立って丁寧に解説され、人間関係や会話の鉄則に

ついてご自身が関わったお笑い芸人の方とのエピ

ソードを交え面白可笑しく講話、大変有意義な研

修会になりました。

　さらに、研修会後には会員及び賛助会員で懇

親交流会を開催して、活発な情報交換をしました。

研修会風景
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令和７年９月９日（火）になでしこ設備会メン

バー 13名で大阪・関西万博「ウーマンズパビリ

オン」を訪問いたしました。女性をテーマとした

パビリオンは、ドバイ万博に続くものであり、万

博の歴史においても特別な存在です。

ウーマンズパビリオンでは、女性のリーダー

シップや社会的な役割、そして未来を切り拓く力

が表現されていました。没入型体験ゾーンでは、

世界各国で活躍する女性たちのルーツや半生を追

体験することで、あらゆる壁や困難を乗り越える

ための勇気を与えてくれました。全体の展示を通

じて「限界を決めない」というメッセージが強く

伝わるとともに、共感力やしなやかさ、新しい価

値を生み出す力といった“女性だからこそできる

可能性”が、未来社会を豊かにしていくことを強

く感じました。

また、建設にあたってはドバイ万博の際に日本

館で使用された資材が再利用されており、環境負

荷を抑えたサステナブルな工夫も随所に盛り込ま

れていました。大阪・関西万博が課題の一つと

して掲げている『持続可能な開発目標（DSG ｓ）

達成への貢献』に対し、展示内容含め真摯に向き

合ったパビリオンとして深く印象に残りました。

各社が携わったパビリオンにも訪れ、短工期で

の完成の背景にある、各社の技術力や工夫につい

て、情報共有を行いました。移動や見学の合間に

は、世代を超えて和気あいあいとした会話が弾み、

こうした団体での訪問ならではの一体感や懇親の

時間は、なでしこ設備会の心地よさを改めて実感

する瞬間でもありました。まだまだ男性が多い建

設・設備業界において、女性だからこそ発揮でき

る力や可能性を改めて分かち合うこともできまし

た。

在阪団体として活動５年目を迎えるこの年に、

地元で開催される万博をこのように間近で体験で

きたことは特別なことです。今回の訪問で得られ

た学びや交流は、これからの活動に活かしていき

たいと思います。最後になりますが、このような

貴重な機会を与えてくださった皆さまに、心より

感謝申し上げます。そして、この経験を通じて、

なでしこ設備会としても、より一層未来を切り拓

く活動を広げていきたいと考えています。

なでしこ設備会　施設見学会
大阪・関西万博「ウーマンズパビリオン」見学会

大屋根リング 集合写真（ウーマンズパビリオン前にて）

ウーマンズパビリオン外観
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開 催 日 行　　　　　　事 場　　　　所

４月６日（月）
　　７日（火）

新入社員研修会
エ ル・ お お さ か 南 館
５ 階 南 ホ ー ル

５月12日（火） 第53回定時総会 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル

９月26日（土） 第16回配管技能コンテスト 大阪府立東大阪高等職業技術専門校

○今後の主な行事予定

広報委員会では、年２回発行の機関誌「大空衛」の表紙写真につきましては、建築物を中心と

したまちなみ等をモチーフとした写真を、会員及び賛助会員の皆様から募集したいと存じます。

つきましては、応募をお考えの方は、事務局（06-6271-0175）までご連絡して下さい。

なお、採用された方には、僅かですが、掲載料をお渡しします。

広報委員会

地球温暖化対策が求められる中、空調衛生設備へのニーズは、変化・拡大しております。

特に、カーボンニュートラル（CN）への取り組みは、当協会と各メーカー、代理店の皆様

と連携した研究開発が重要となってまいります。

このような状況を踏まえ、当協会では賛助会員の募集を行っております。

賛助会員として入会されますと、当協会において新技術、新商品の発表の場が持てるととも

に、新年交礼会や総会後の懇親会などの交流の場にご参加いただけます。

多くのメーカー、代理店各位のご入会をお待ちしております。

　　賛助会費　　１社月額4,000円

　　会費納入　　入会年度の会費は入会月から翌年３月末までの期間分を入会時に納入

　　　　　　　　（4,000円×３月までの月数）

　　　　　　　　以後は年額（48,000円）を下記半期と下半期に分け、上半期は６月末

　　　　　　　　下半期は12月末に納入

　　入会手続　　協会事務局までご連絡下さい。入会申込書を送付します。

機関誌「大空衛」の表紙写真の募集

○賛助会員募集のご案内
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会　　　社　　　名 代表者氏名

赤 井 設 備 工 業 株 式 会 社 上田　訓司
株 式 会 社 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 三宅　輝彦
株 式 会 社 上 杉 工 業 上杉　嘉邦
浦 安 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 水野　博史
株 式 会 社 江 坂 設 備 工 業 中村　昭一
オ ー デ ィ ー エ ー 株 式 会 社 織田　幸子
株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 城口　俊雄
鳳 工 業 株 式 会 社 齊藤　伸一
奥 田 商 工 株 式 会 社 奥田　康雅
影 近 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 東野　大輔
川 崎 設 備 工 業 株 式 会 社 西 部 支 社 国枝　実成
川 惣 電 機 工 業 株 式 会 社 昆沙賀正道
川 本 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 井上　　修
木 村 工 業 株 式 会 社 木村　之彦
協 伸 工 業 株 式 会 社 森岡　由智
株 式 会 社 共 進 社 工 業 所 山内　順二
享 和 設 備 株 式 会 社 竹本　和正
ク ウ ケ ン 株 式 会 社 杉本　知紀
九 櫻 設 備 工 業 株 式 会 社 髙安　秀幸
株 式 会 社クドウエンジニアリング 磯﨑　　博
五 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 安田　　実
サ ノ ヤ ス・エ ン テック 株 式 会 社 浅尾　洋光
三 機 工 業 株 式 会 社 関 西 支 社 勝野　耕治
三 建 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 永田　博巳
株 式 会 社 三 晃 空 調 大 阪 本 店 奥村　未那
三 神 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 髙谷　俊則
三 宝 電 機 株 式 会 社 井上　清人
株 式 会 社 三 冷 社 西 日 本 支 社 大田　勝己
株式会社JR西日本テクシアＭＣ事業所 清水　　勝
敷 島 煖 房 工 業 株 式 会 社 土橋　誠二
四 國 機 械 設 備 株 式 会 社 曽我　幸二

会　　　社　　　名 代表者氏名

島 設 備 工 業 株 式 会 社 井上　暎夫
主 計 管 工 株 式 会 社 中井　主蔵
城 陽 ダ イ キ ン 空 調 株 式 会 社 門脇　年治
株 式 会 社 城 口 研 究 所 関 西 支 店 小山　正晃
新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 店 上杉　晴一
新菱冷熱工業株式会社西日本事業部 藤岡　展光
須 賀 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 社 中川　　修
株 式 会 社 精 研 辻󠄀　　武寿
株 式 会 社 千 里 技 研 山田　正人
第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 坂下　　隆
第 一 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 中村　秀樹
大 貴 設 備 株 式 会 社 田窪大五郎
ダ イ ク ウ 株 式 会 社 橋本　　輝
大 晃 設 備 株 式 会 社 高橋　孝治
大 成 温 調 株 式 会 社 大 阪 支 店 中村　　修
ダ イ ダ ン 株 式 会 社 大 阪 本 社 北村広外志
大 熱 工 業 株 式 会 社 藪本　繁明
高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 関 西 支 店 赤松　孝宏
株 式 会 社 タ カ ネ ツ 髙木　　優
株 式 会 社 竹 本 設 備 竹本　太郎
田 丸 産 業 株 式 会 社 堀田　高志
株 式 会 社 テクノ 菱 和 大 阪 支 店 武田　和夫
東 洋 工 業 株 式 会 社 谷本賢太郎
東 洋 熱 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 藤原　和明
株 式 会 社 Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ 桑原　貴志
株 式 会 社 錦 廣田　典子
株式会社西原衛生工業所大阪本店 植田　順一
株 式 会 社 日 設 関 西 支 店 長尾　　正
日本 管 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 小野　直人
日本ファシリオ株 式 会 社 大 阪 本 店 植谷　信之
日本 メックス 株 式 会 社 関 西 支 店 立川　雅司

２０２６年

丙
午

一般社団法人　大阪空気調和衛生工業協会会員（75社）
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賛　助　会　員� （63社）

会　　　社　　　名 代表者氏名

有 限 会 社 原 設 備 原　　良一
日比谷総合設備株式会社関西支店 嶋村　克久
株 式 会 社 一 二 三 工 業 所 一二　健夫
株 式 会 社 不 二 設 備 工 業 所 水田　幸宏
富士電機E＆C株式会社西日本支社 辻󠄀　　郁次
不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社 近藤　康之
株 式 会 社 前 田 商 会 前田　裕子

会　　　社　　　名 代表者氏名

株 式 会 社 マ サ キ 設 備 正木　規善
丸 住 株 式 会 社 吉田　 博子
株 式 会 社 マ ル フ ォ ー ス 田代　一臣
美 和 設 備 工 業 株 式 会 社 栢瀬　秀樹
柳 生 設 備 株 式 会 社 福地　文雄
若 林 設 備 工 業 株 式 会 社 若林　　豊

会　　　社　　　名 代表者氏名
朝 日 機 器 株 式 会 社 大 阪 支 店 北　　克也
アズビル株式会社ビルシステムカンパニー関西支社 岩木　　清
アルファ・ラバル株式会社大阪支社 竹次　裕佑
安 藤 株 式 会 社 安藤　晴重
イシグロ株 式 会 社 西日本 営 業 本 部           松倉　義人
因 幡 電 機 産 業 株 式 会 社 山田　剛志
井 下 機 器 株 式 会 社 井下　光泰
荏 原 実 業 株 式 会 社 関 西 営 業 所 綿谷　龍一
株 式 会 社 荏 原 製 作 所 西 大 阪 支 店 柳田　弘一
株 式 会 社 オーケーエム大 阪 支 店 野曽原康夫
オ ー ケ ー 器 材 株 式 会 社 山田　進一
株式会社オンダ製作所大阪営業所 石川　辰也
川重冷熱工業株式会社西日本支社 加藤　宏康
株 式 会 社 川 本 製 作 所 大 阪 支 店 山下　哲彦
キタックスエンジニアリング株式会社大阪本社 西本　智彦
株 式 会 社 キ ッ ツ 大 阪 支 社 大屋一比古
木 村 工 機 株 式 会 社 大 阪 営 業 本 部 登尾　公彦
協 立エアテック株 式 会 社 大 阪 支 店 津田　　勇
空 研 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 池田　恒夫
株 式 会 社 古 島 大 阪 支 店 宮城　弘幸
株 式 会 社コスタコーポレーション 白井　敏弘
三 和 鋼 管 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 藤田　　隆
ジョンソンコントロールズ株式会社大阪支店 岡田　昌之
新 晃 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 社 加藤　　勉
株 式 会 社 振 興 社 設 営 楠　　幸隆
シンテック株 式 会 社 大 阪 営 業 所 田村　周治
新 日 本 美 風 株 式 会 社 荒牧　太郎
住 友 商 事 マシネックス 株 式 会 社  才本　幸治
タイヨージョイント株式会社大阪営業所 後藤亮太郎
株 式 会 社ダイキアクシス大 阪 支 店 塩崎　浩司
株 式 会 社 大 和 和田　浩一
高 井 水 栓 株 式 会 社 髙井　　徹

会　　　社　　　名 代表者氏名
タ カ ラ 通 商 株 式 会 社 渡辺　　晃
株 式 会 社 多 久 製 作 所 中日本 支 店 吉田　智也
株 式 会 社 タ ブ チ 大 阪 特 販 部 下玉利　誠
テ ラ ル 株 式 会 社 関 西 支 店 小川　浩之
東 西 化 学 産 業 株 式 会 社 本 社 河野　祐一
東 テ ク 株 式 会 社 大 阪 支 店 糸満　睦夫
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 株 式 会 社 特 販 本 部 土井　賢治
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 関 西 販 売 株 式 会 社 前田　　信
株 式 会 社 ニ シ テック 関 西 支 社 薮川　洋一
ニッケ イ 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 清水　栄蔵
日製電機株式会社大阪空調営業所 秦　　信宏
ニ ッ タ 株 式 会 社                          鈴木　弘樹
日 本 電 技 株 式 会 社 大 阪 支 店 八木　浩一
日 本 水 処 理 工 業 株 式 会 社 川西   昌史
株 式 会 社 日 阪 製 作 所 大森　輝博
日 比 谷 通 商 株 式 会 社 関 西 支 店 芝口　　薫
冨 士 機 材 株 式 会 社 関 西 支 店 巻島　史典
株 式 会 社 扶 洋 横田　好明
株 式 会 社 ベ ル テ クノ 大 阪 支 店 和田　修治
北 勢 工 業 株 式 会 社 北山　秀晴
三菱電機冷熱機器販売株式会社西日本支社 福岡　敬史
森 松 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 店 田邊　亮真
株式会社大和バルブ西日本統括支店 小池　弘明
ヤ マ ト ヨ 産 業 株 式 会 社 角野光志朗
ヤンマーエネルギーシステム株式会社大阪支社 徳島　久泰
ユ ア サ 商 事 株 式 会 社 関 西 支 社 小西　達朗
株 式 会 社 ユ ニックス 大 阪 営 業 所 内田　　徹
株 式 会 社 ヨ シ タ ケ 大 阪 営 業 所 古澤　嘉啓
株式会社ＬＩＸＩＬ関西設備プロジェクト支店 北古賀寛之
株 式 会 社 Ｒ Ｙ Ｏ Ｄ Ｅ Ｎ 西 日 本 支 社 作田　匡志
リ ン ナ イ 株 式 会 社 岡野　哲明
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近年、地球温暖化の影響で「四季が二季になる」
と言われるほど、季節の移ろいが急速に変化して
います。自然界にも異変が見られます。山林に生
えるブナやコナラなどの「どんぐり」や木の実が
不作となる年が増え、また異常気象や森林伐採も
重なり、熊が市街地や人里に出没したり事故を引
き起こすニュースが、テレビやインターネットで
毎日のように流れています。人と自然が共生する
重要性を改めて感じる一年となりました。　　

一方、社会では働き方やオフィス環境の柔軟化
が進み、服装や勤務形態も多様化しています。こ
うした変化は、私たち業界においても新しい価値
観や対応力を求める時代の流れといえるでしょう。

新しい年を迎え、会員の皆様におかれましては、
環境変化にしなやかに対応し、健やかで希望に満
ちた一年となりますよう心よりお祈り申し上げま
す。本年もどうぞよろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ . Ｋ）

新年あけましておめでとうございます。
2026年は60年に一度巡る干支の丙午です。
「丙」は、陽の「火」を表し、太陽のような明

るさや情熱、強い意志を象徴します。
「午」は十二支では馬を表し、これもまた陽の

「火」に属し、行動力やスピード、エネルギーを
意味します。この２つの組み合わせである丙午に
は、「情熱と行動力で突き進む」「燃え盛るような
エネルギーで道を切り開く」といった縁起のよさ
が表されます。

2026年は、デジタル化のさらなる加速や持続可
能な社会への意識の高まりが予測されます。この
ような変化の時代において、快適で衛生的な空間
づくりを担う私たちの役割は、ますます重要にな
ると確信しております。

この一年、軽やかに、そして力強く。新しい景
色を目指して、皆で未来を駆け抜けましょう！

みなさまにとって、この一年が希望に満ち、飛
躍の年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

                             　　　　　　　 （Ａ．Ｈ）

世界158の国・地域と７つの国際機関が参加し
ての2025大阪・関西万博。６か月間の会期中の総
入場者数が2,550万人を超え、10月13日に閉幕し
ました。

入場チケットを購入するにも四苦八苦し、
何とか７月下旬に訪れました。当然、人気パビ

リオンの予約などとれるわけはなく、予約の必要
のないパビリオンも長蛇の列が多く、比較的ス
ムースに入れるコモンズ ( 複数の国・地域が一つ
の建物内でブースを設けて展示を行う共同展示エ
リア ) を中心に会場内を巡りました。

コモンズでは、まだまだ未知の国・地域が多く
あり、各スタッフがそれぞれの魅力を身振り手振
りで全力でアピールしている姿が印象的でした。

また、大屋根リングに上がったところ、会場全
体を一望できるのは素晴らしいのですが当日は気
温が35度を超える猛暑日で、直射日光を遮るもの
が何もないため、日傘を差しているにもかかわら
ず汗が噴き出て止まらず、早々に下りた次第です。

1970年の大阪万博を訪れた印象は、当時中学生
にとっては、来場者の多さと熱気に圧倒されると
ともに、未知へのワクワク感でした。

今回もその感覚が少しではありますが、蘇って
くるのを感じました。

関係者の皆様、大変お疲れさまでした。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｓ．Ｈ）
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